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認知症高齢者等の支援 自立支援・介護予防・健康づくり等

高齢者本人を軸として、家族、周辺の住民、地域の社会資源に目を向ける。本人にとって安心して、暮らし良いまちづ

くりをする為に連携を図る機関はどこか、繋がるべき人は誰か、利用者にとって「意義のある出会い」に繋げる事を職員全

員が意識を持つ。

一昨年、昨年に続き、総合的な相談充実事業「つながる場」に参加し、複合課題を抱えた世帯への支援事例があり、

子育て支援担当や障がい関連の相談機関と繋がったことから、介護支援専門員向け勉強会にて、「つながる場」の担

当者、地域のNPO（子育て支援）と共同で事例検討と課題共有を行った。精神保健連携部会に参画し、事例提

供や地域課題抽出を行った。

玉出地域ネットワーク委員会を対象に、軽度認知症のある独居高齢者の事例を取り上げ、権利擁護に関する社会資

源（あんしんさぽーと）をテーマに勉強会を行った。自立支援型検討会議（小会議）では生活支援コーディネーター

や老人福祉センターに参加を依頼。フォーマルサービスだけに頼らない、本人の興味関心に沿ったケアマネジメントを考え

る視点をケアマネジャーと共有することができた。

精神保健連携部会やつながる場での課題抽出と共有を重ねたこともあり、複合課題を抱えた世帯への支援がよりス

ムーズに、密に行えるようになった。南津守2丁目住宅へのアプローチにおいても連携が活かされた形となりつつある。玉

出地域ではネットワーク委員との繋がりを通じて、事例の素早い発見と介入に奏功している。

南津守地区は年少人口の増加もみられる一方で単身高齢者の転入者が多く、地域との交流が希薄であり、特に市

営住宅を中心に課題が潜在化している。千本地区は築古の住宅や空き家が目立つが、地元住民の繋がりが残ってい

る。玉出地区は交通至便でスーパー、商店、医療機関も近い。古くからの住民、いわゆる「地の人」が多く居住し、男

女比は同率である。

「明日の元気は出会いから」～「私らしい」暮らしを支えるまちづくり～

活動を通じて、相談のルートや見守り体制ができていた地域では、活動の担い手が高齢化し、従来の方法では、気に

なる高齢者の掘り起こしやアウトリーチが難しくなってきている。また課題を複数、複合的に抱えた世帯の増加と共に、制

度横断的な対応を求められる、支援の長期化という傾向が見えた。

地域住民・ケアマネジャー・事例に関わった支援者・関係機関

複合課題を抱える世帯が増える中、「つながる場」にて、子育て支援担当や障がい相談支援機関等と繋が

り、連携して支援することが出来ており、地域住民が誰と出会えるか、「意義のある出会い」を意識し支援す

ることを今後も期待している。

地域の担い手は高齢化する中、これまで築き上げた関係を次世代に繋げていけるか。様々な相談、支援のニーズに応

えられるだけの対応力や組織力を高められかが課題と感じる。
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